
書いてみよう、自分のこと
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学生 レポー トコンクール

主催 文窓会 ‐‐ぶんそうかい ‐‐
(神戸大学文学部同窓会 )

募集内容 あなたが神戸大学に入学し、学生生活においてチャレンジしようとしていること、

また、なしえたもの (研究、勉学、スポーツ、クラブ活動、ボランティア、趣味など)、

その他、広 く社会に 目を向けたものな ど、 自由にテーマを選び、あなたの学生

生活を表現してください。
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過去の応募作品は文窓会ホームページで重覧できます。

文窓会 HP h蜘匹://ww‐httsok重望型/

Ⅱ.応募形式 電子データ (wordフ ァイル等のテキス ファイル)にて応募。 (随時応募受付)

応募用メーールア ドレス bunsokai@gma■ com

宝生 型 重童巴 _星上 塁 ヒ_笙に立 二昼墜 _堕壁 玉」幽 雌

*メ ール本文 と作品の冒頭 の 2か所 、ふ りがな、専修、学年、学番を記入c

作 品 は タ ル を付 け添付イ ト フ ァ イ ル に て してくださいハ (応募後の連絡に使えるメ

ア ドよ り送付 してください。)

Ⅲ.応募資格 ・…文学部の学部生、および大学院生。 どちらも文窓会に△全済みの方 (賞金は入会費よ

り拠出されます)

Ⅳ。 応募締切 …・型 型 壼 里 塑 _ユ_豊⊇_盤塾理型壁紐里

V.賞 金 ・・・ 優秀賞  2名、5万円と表彰状 (佳作、新人賞にも表彰状あり)

佳作   若干名、2万円

新人賞  1名 、1万円 (受 賞資格は、今年度の新入学部生であること)

参加賞  3千 円

Ⅵ.選考方法 ・…選考委員 (大学教員、文窓会役員)に よる選考。

Ⅶ。 選考基準 ・…以下の観点から評価 し、選考 します。

● 個性的な学生生活の目標や体験、自分なりの発想・思想が表現されているか。

● その目標 。活動の内容や行動力、あるいは、発想 。思想の独創性や深さに、社会を納得させ

る力がどれほどあるか。

Ⅷ.発 表 ・・・9月 中旬までに入賞者に通知。10月 28日 (土)の ホームカミングデイにて表彰式を行

います。当日、受賞者には応募作品についての短いスピーチをお願いすることがあります。

Ⅸ。 その他 ・・・◆受賞者への連絡のため、9月 中は確実に連絡が取れるようにしておいて下さい。

◆受賞作品は、同窓会誌 “文の窓 (ふみのまど)"と 受賞作品集、同窓会のホームページ

等に掲載 します。なお、応募作品の著作権は文窓会に属するものとします。

◆引用する場合、引用箇所を明確にし、引用元を記載 してください。 (報告のない無断引

用が発覚 した場合、当該作品は審査の対象外とし、授賞後であれば授賞を取 り消すの

で、注意 してください。)                       以上
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第 16回文窓賞 2022年

学生レポー トコンクール結果発表

対面授業が本格的に再開されましたが、ウィルスは自在に形を変え感染を拡げています。そんな中、応募 された

10作品はそれぞれ興味深いものでした。選考委員による審査の結果、受賞作として下記作品が選ばれましたc

優秀賞 (賞金 5万円)

「『絵』とことば、読書について」     田中誠士 (1回生)

エンデの『はてしない物語』を読み返した記憶から、読書とは何かを問う。その時々の自分のフィルターを通し

て、「絵」となって取り込まれ、血肉となり成長の糧になる。実益ではない。「絵」という概念で読書を語り、大学

で学ぶ意味を追い求める。みずみずしい感性があふれる作品だ。世に蔓延る病巣から目をそらし、功利性や効率性

を追い続ける現代の中で、なぜ文学を学ぶのか、考え続けてはしい。大きな意味があると思われる。

優秀賞 (賞金 5万円)

「皇帝の使者」              四ツ橋明里 (ドイツ文学 3回生 )

興味を抱かせる書き出しだ。久しぶ りの対面授業にとまどう筆者。自らの生き様について、心の中にあふれる葛

藤を、カフカの『皇帝の使者』を引用しながら、紙面にぶつけている。悩み、考え、行動することで、使者が届け

ようとする「大切なメッセージ」が何なのか、少 しずつ見えてくるのではないだろうか。

優秀賞 (賞金 5万円)

「"Don't think.Just do."」          薄まなみ (英米文学 3回生)

「トップガン」の続編を心待ちにしていた筆者は、日米学生会議への参加で大きな影響を受けた。参加生たちとの

討論や研修での学びから、や りたいことを見出した。それは、安全保障を深 く勉強し、安全保障にかかわる仕事

だ。二年前、筆者が受賞した時に述べたことを思い出す。「彼女は、長い人生の旅で、いろんなものと遭遇 しながら

成長 していく予感がする」。これからも文学部の maver■ck(異端者)と して、大いに羽ばたいてほしい。

佳作 (賞金 1万円)

「学生ボランティアの意義と可能性」    中原幸子 (国文学 3回生)

「『現実逃避』もわるくない」        米谷実紗 (国文学 3回生 )

選考委員長特別賞 (賞金 1万円)

「書くことによって映画を見る」       ノヽ坂隆広 (芸術学博± 2回生 )

既定の賞の獲得には至らなかったが、鋭い観察眼を持ち、独自の視点で書かれているこの作品に、選考委員長特

別賞を与えたい。物事には様々な見方、視点があるのだと、凝 り固まった右脳に少 しカツを与えてくれた作品だ。

選考を終えて

今年は、テーマ、文章の構成、物を見る視点等において、個性的な作品が見られました。不安定な学生生活が続

きますが、平常でないときの方が思考が広く、深 くなるのかもしれません。

ある作家の言葉です。「書くこと…自分も含め、人間理解の一端に迫るのに、これほど役に立つ分野はありませ

ん。作品は成長の道程のおおきなよすがとなるでしょう」書き続け、新たな発見をしてほしいと願っています。

(文責 選考委員長 西川京子 )

選考委員

長坂一郎研究科長 (心理学 教授)自 鳥義彦副研究科長 (社会学 教授) 濱田麻矢副研究科長

(中国・韓国文学 教授) 武藤美也子  三宅征彦 廣野幸夫 吉田浩次 中川伸子 中畑寛之 津田薫 梅村

麦生 西川京子


